
様式１（小・中）

【小学校・中学校・義務教育学校用】
令和5年度学校評価 結果

中間評価 ５　最終評価

（１）共通評価項目

評価項目 取組内容
成果指標
（数値目標）

進捗度
（評価）

進捗状況と見通し
達成度
（評価）

実施結果 評価 意見や提言

○学力向上対策評価シートに示した成果
指標を達成した教師（Ａ：９０％以上、Ｂ：８
０％以上、Ｃ：８０％未満）

○校内研究の内容に沿って担任をもつ職員は授
業公開を一人1回以上実施し、授業力向上に努め
る。
○低・中・高・特支の授業づくりグループで、毎週
木曜の放課後に教材研究を行う。

B

研究授業の年間計画に沿って、授業公開を行っている。また、低・中・高・特の授
業づくりグループで教材研究を行うことで、授業づくり向上に努めてきた。毎週木曜
の教材研究タイムは、それぞれの先生の事情などでとることが難しかったが、学年
同士では時間を見つけて行ってきた。校内研究の全体会の時間を使って教材研究
をする時間を設けていく。 A

　全職員で、一人1回の公開授業を行った。放課後には、授業研究会を設け、研究授
業の振り返りをすることで、これからの授業づくりに生かせる気付きを共有してきた。
また、一人一人が年間の授業研究について考察し、次年度につながるふりかえりを
することができた。
　毎週木曜の教材研究タイムは、中間評価後も時間を合わせて行うことは難しかっ
たので、各学年ごとに時間を見つけて行ってきた。校内研究の全体会で、教材研究
の時間を設けた。

A ・全職員が1人1回の公開授業ができ、授業力の向上に努められている。

・学力向上対策コー
ディネーター
・研究主任

○CRTで平均得点率全国比９５以上を達
成する。
○校内アンケートで「学習が分かる」と答
える児童９０％以上

○「にっしー検定」を年間１０回実施し、算数の知
識・技能の定着を図る。
〇授業の中で、単元や本時の評価を明示し、共
有することで、「分かった」「できた」という思いを高
める。

A

月１回「にっしー検定」を実施し、満点が取れるまで繰り返し取り組むことで、知識・
技能が少しずつ定着してきている。また、検定を実施したことで、理解が不十分な
ところが明確になり、個別指導に当たることができた。また、検定に向けての学習
会を開いたことで、自ら学ぶ児童も増えてきた。校内のアンケート結果によると、
「国語科・算数科の学習が分かる」と答えた児童は８９％を達成した。９０％以上を
達成できるように、今後も単元や本時の評価を児童と共有していくようにする。

A

　中間評価後も引き続き、月に1回のにっしー検定に取り組んできた。検定に向けた
練習プリントに取り組ませたり、検定に向けたにっしー道場を昼休みに開くことで、全
員が知識・技能を十分に獲得できるように努めてきた。
　校内研究のアンケート結果によると、「国語科・算数科が分かる」と答えた児童は８
９％だった。９０％以上の達成は叶わなかったが、単元や本時の評価を共有すること
は有効であると考える。国語、算数に苦手意識がある児童には今後も個別の指導を
続けていきたい。

A

・「にっしー検定」を実施し、できていない部分が明確になり、子供たちが見
通しをもち、できるように工夫されている。個別指導にも取り組まれたこと
が評価できる。
・「にっしー検定」やタブレットを活用した学習ができている。
・先生方の共通理解・実践の取り組みを基本として「にっしー検定」などの
独自の取り組みで児童の学習理解を高められている事は非常に評価でき
る。

・学力向上対策コー
ディネーター
・研究主任

○読書指導の充実 ○貸出冊数低120冊、中100冊、高80冊、全校３
万冊
○学校評価アンケート「進んで読書しています
か」の回答について、進んでしている児童（Ａ：
80％以上、Ｂ：70％以上、Ｃ：70％未満）

・朝の読書タイム（８：００～８：１５）や給食の準備時間など
の隙間時間を活用して読書を毎日行う。
・あしのこ読み語りとして、地域の方や保護者の方に月に
１回読み語りに来ていただく。
・家読を学期に１度程度実施する。

A

　生活パワーアップアンケート「進んで読書していますか」の回答について進んで読
書していると回答した児童は44.3%に留まった。しかし、貸し出し冊数目標に対し、4
月から7月7日の時点で、１人あたりの貸し出し冊数について、低学年平均60冊、中
学年平均58冊、高学年平均27冊と、年度開始から7月7日までの集計期間（１年間
の31％経過時点）で、到達率が低学年50%、中学年58%、高学年33％と高い傾向に
ある。家読の提出率も第１回86%、第2回89%と、概ね積極的に取り組むことができ
た。

A

　全校総貸出冊数は12月末時点で37800冊と、目標を大幅に上回って達成すること
ができた。１年間では1人あたり平均122.7冊の本を読むことができ、低学年120冊、
中学年100冊以上を達成できた。高学年は平均80冊を年度末までに達成見込みで
ある。
　あしのこ読み語りは計画通り実施することができた。
　家読の提出率は平均90%以上で、ほとんどの家庭で取り組むことができ、親子で読
書に親しむ機会を設けたことで、読書習慣の定着の一助となることができた。

B ・図書館教育担当

○主体的に家庭学習に取り組
む態度の醸成

○家庭学習の習慣化ができている児童
90％以上

・毎週末、家庭学習で自学に取り組ませる。各学級や学年で
「自学選考会」を行い、ともに学びを高め合うようにする。また、
内容のよいものを掲示し、児童に達成感を味わわせる。
・各学年に目安となる家庭学習の時間(学年×10分＋10分)を
示し、生活パワーアップアンケートで確認し、その都度改善を
図る。
・全校集会で、毎月学習についての話をし、子供たちの学ぶ力
や学び方を伝えて実践できるようにする。

B

各クラスで「自学選考会」を行ったことで、よいノートのまとめ方を知ることができ。
友達のまねをしたり、さらによくしようと意欲を高めたりして。自主学習の内容に高
まりが見られた。また、全校集会で。よい学習への取り組み方を紹介することで、
学び方を共有することができた。ただ、生活パワーアップアンケートの結果から学
年の目安の家庭学習の達成には個人差が見られたので、学習用端末を持ち帰
り、宿題に加えて学習用端末でのドリル学習等に個々に取り組めるようにする。

B

生活パワーアップアンケートの結果によると、家庭での学習時間は下学年は70～
80％、上学年が40～50％の達成率となっており、目安となる学習時間が長くなる上
学年ほど低い結果になった。家庭学習の取組状況や必要とする時間に個人差もあ
り、同じ課題での達成が難しかったことが考えられる。3学期には、タブレットを各クラ
ス持ち帰られるようにしたが、積極的な活用には至っていないので、タブレット端末を
活用して、個人に合わせた学習ができるようにしていきたい。

B
・家庭学習に対する保護者の関わりが重要である。上学年ほど難しそう
だ。
・家庭での上学年での学習時間については、家族の協力が必要だと思わ
れる。

・学び部
・体づくり部

○保護者アンケート項目「学校は子どもたち
に人権意識や思いやりの心を育てている
か」の評価達成率を９０％以上にする。

・家読を活用した「おうちde道徳」の取り組みで、子どもの
心の成長に目を向けてもらう機会を設ける。
・フリー参観デーや授業参観の時に、内容項目が「親切・
思いやり」「友情・信頼」など【B　主として人とのかかわりに
関すること】に絞って道徳の授業を実施する。

B

・「おうちde道徳」は１１月に実施予定をしている。取り組みの感想を保護者に記入
していただき、感想を通信で紹介する予定である。
・６月のフリー参観デーでは、各学級において道徳の授業を取り入れ、内容項目
【Ｂ　主として人とのかかわりに関すること】に絞り授業参観を行うことができた。道
徳の授業の様子を保護者に観ていただく良い機会になった。なお、未実施の学級
は１１月のフリー参観デーにて実施するよう計画をしている。

A

１１月に「おうちde道徳」の取り組みを実施し、道徳の教科書を持ち帰って、家庭で親切や思
いやりについて話し合う機会を設けることができた。また、読んだ感想を取りまとめて、全校
に配布し、「おうちde道徳」の取り組みを共有することができた。
・保護者アンケート項目「学校は子どもたちに人権意識や思いやりの心を育てているか」の
評価達成率は９６．９％であった。今後も日頃の指導や道徳などの授業を通して、相手意識
をもたせるような指導に努めていきたい。

A ・特別支援学校や高齢者施設等との交流をして思いやる心を育んではど
うだろうか。

・心育て部
・道徳教育推進教
員

○児童アンケート項目「進んであいさつを
している」「友達に優しくしている」の評価
達成率を９５％以上にする。

・学校全体で「あいさつ」に取り組めるように、代表委員会
などを通しての取り組みを実施する。
・学期はじめの生活目標を「あいさつ」に絞り、各学級の具
体的な取り組みを、子どもと考え実践しようとする意欲につ
なげる。 B

あいさつに関しては、地域の方々からも昨年度よりも向上しているという評価を得
ている。高学年に課題があったが、あいさつをしたら返すようになったり、自分から
できる子が少しずつ増えてきたりと、個人内での成長が見られる。学期はじめの目
標を「あいさつ」にしたこと、それに伴って学年集会でもそれぞれの学年の実態に
合った指導を丁寧にしている成果が表れ始めていると思う。
学校全体の取り組みとして、代表委員会を２学期に実施し、さらにあいさつの意識
を向上させたいと思う。

B

・個人差はあるが、どの子も４月と比べると、あいさつに対する意識は高まっている。
学校としても２学期に各学級で朝のあいさつ運動に取り組むなど「あいさつ向上」に
努めた。その結果、「進んであいさつをしているか」の問いに89.1％の児童が「自分
からしている」「だいたいしている」と答えている。95％には及ばなかった。
・「友達に優しくしているか」の問いには98.9％の児童が「いつも優しくしている」「少し
優しくしている」と前向きな答えをしている。先生方の、「問題があったらその日のうち
に対応する」ことも功を奏していると思う。

A
・「進んであいさつをしている」や「友達に優しくしている」の達成率を９６．
６％にまで達成し、心の教育に十分に取り組まれていると思う。
・あいさつをする児童が増えてきた。
・心を育てる基本となる挨拶は今の取り組みを継続してほしい。

・生徒指導担当
・心育て部

●いじめの早期発見、早期対応
に向けた取組の充実

○いじめ防止のための取り組みができて
いると回答した教員９０％以上

・毎月１回保護者向けの「いじめいのちのアンケート」を実
施、子ども向けに「おしえてねアンケート」を実施し、児童
の気持ちの状態の把握に努める。
・いじめ未対応０にするため、アンケート等に記入があった
場合は、その日のうちに学年主任か学年主任に報告し対
応する。
・教育相談協議会などで、支援の必要な児童について学
校全体で見守るための情報交換をする。

B

毎月１回の保護者、児童へのアンケートで早期発見、早期対応ができていると思
う。また、アンケートに何かの記入がある場合は、その日に話を聞くなどの対応をし
て保護者に連絡するようにしている。いじめ等に発展しそうな事案については、毎
月１回の教育相談生徒指導協議会で全職員に共通理解している。
教育相談協議会で、不登校傾向をはじめ、気になる児童について全職員で情報を
共有し、今後の支援の在り方を模索した。

A

・保護者、児童共に月１回のアンケートを実施し、その結果、いじめ等の早期発見と
早期対応ができた。職員のいじめに対する意識も高く、「アンケートに何か記入があ
る場合は、その日のうちに何かの対応をする」という共通理解もあり、大きな問題も
なく生活できた。
・教育相談協議会で、長期休業前後や遠足、運動会に向け、全職員で共通理解をし
たり、不登校傾向をはじめ、気になる児童について情報を共有したりして、今後の支
援の在り方を模索し、必要に応じてケース会議を開いた。

A

・気になる児童・不登校に対しての対応は、職員間で共通理解して対応さ
れていることを評価したい。
・いじめ防止や子供をほめて自己肯定感を向上させる取り組みはこれまで
と変わらず評価できる。

・生徒指導担当
・教育相談担当

●◎児童生徒が夢や目標を持
ち、その実現に向けて意欲的に
取り組もうとするための教育活
動。

●「先生はあなたのよいところを認めてく
れていると思う」と回答した児童生徒８
０％以上
●◎「将来の夢や目標を持っている」につ
いて肯定的な回答をした児童生徒９０％
以上

・児童生徒の資質・能力を育む授業づくり研修を
行う。
・全校集会やほめほめタイムなどを生かし、全職
員で、子どもの姿を価値づける。
・キャリアパスポートを活用し、学級活動等を通し
て目標を持たせる授業を行う。

B

・給食時間のほめほめタイムでは、毎日２名前後の児童を紹介している。９月末で
ほぼ全体の約３分の２の児童を紹介することができた。特に低学年・中学年の児
童、特別支援学級の児童は、放送で自分の名前が呼ばれ、褒められることに喜び
を感じている。今年度は、児童クラブの先生や教育実習の先生にも、頑張っている
児童を紹介してもらった。
・各学年、年度はじめや学校行事等でキャリアパスポートに取り組み、行事を通し
てどのような姿になっていたいかを考え、活動や振り返りを行ってきている。下期も
短期や長期の振り返りでできるようになったことを実感し、夢や希望がもてる授業
を重ねていく。

A

・給食時間のほめほめタイムは、３学期までに全児童を紹介できそうだ。児童の自己
肯定感の向上にも繋がっていると思う。「先生は、あなたのよいところを認めてくれて
いると思いますか」の問いに92.4％の児童が肯定的な答えをしていた。この、ほめほ
めタイムも今年度で５年目になるので、馴れ合いを防止するために、更なる工夫が
必要な時期に来ているように思う。
・「将来の夢や目標を持っている」について肯定的な回答をした児童は９３％であっ
た。今後も年度はじめや終わり、学校行事等でキャリアパスポートを活用し、目標を
立て自分の姿を振り返る活動を通し、「なりたい自分」につながる実践を重ねていく。

A ・ほめほめタイムなどを生かし、児童がほめられることで、自分を認めら
れ、自己肯定感の向上につながっていると思う。

・生徒指導担当
・教育相談担当

●望ましい食習慣と食の自己管
理能力の育成

●「健康によい食生活をしている」児童生
徒８０％以上
○朝食をとって登校する児童生徒９０％
以上

・保健や学活の時間に栄養職員と連携した学習を行うこと
で、児童への啓発を図る。給食便りで保護者への啓発を
図る。
・生活パワーアップの集計結果に合わせて、保護者への
啓発を図る。

A

・「健康に良い食生活をしている児童」は８８．９％だった。今後も授業、お便りなど
で啓発を行っていきたい。
・生活パワーアップ週間の結果、「朝食をとって登校する児童」は９６．９％だった。2
学期も生活パワーアップ週間を実施し、保護者・児童共に生活リズムを整える意識
を高めていきたい。

A

・「健康に良い食生活をしている児童」は８８．９％となり、目標を達成することができた。
朝食をとって登校する児童についても、年2回実施した生活パワーアップ週間の結果、2回
とも９０％以上の児童が朝食を食べていると回答した。今後も保護者・児童共に生活リズム
を整える意識を高めていけるよう、お便り等を通し啓発を続けていく。 A

・食の大切さを教える学習を今後も継続して行ってほしい。
・健康によい食生活をしている児童が８８．９％、朝食を食べている児童が
９０％と高く、生活習慣の指導がよくできている。
・生活パワーアップ週間の取り組みがよい。

・体づくり部
・食教育担当

①「望ましい生活習慣の形成」
②「安全に関する資質・能力の
育成」

①生活パワーアップ週間の際に、「家でのテレ
ビ・ゲームの時間が１時間以内」の児童を５０％
以上にする。
①「同じ時刻に起きる、寝る」「勉強道具の準備、
宿題」ができた児童を7５％以上にする。
②(学校独自成果指標)
児童生徒の交通事故を０（ゼロ）にする。

・保健や学活の時間に養護教諭と連携した学習を行うこと
で、児童への啓発を図る。保健便りで保護者への啓発を
図る。
・生活パワーアップの集計結果に合わせて、保護者への
啓発を図る。
・交通安全集会、交通安全教室、帰りの誓いの唱和に取り
組み、交通安全の意識を高めさせる。また、PTAの交通安
全教室への参加を奨励する。

A

・１学期に交通安全教室を行い、自転車の乗り方、歩道の歩き方の確認を行った。
また、日々、帰りの誓いの唱和に取り組み、児童の交通事故件数は０である。2学
期にもPTAと協力し、第2回の交通安全教室を取り組み、そこでは車の内後輪差を
見学し、さらに交通安全の意識を高めさせたい。
・生活パワーアップ週間を実施し、各学級の実態を学級通信で保護者に伝えた。
日頃の生活を見直す貴重な機会になっている。２学期も実施をする予定である。

A

・家でのテレビゲームの時間が1時間以内の児童は６８．２％となり目標を達成することがで
きた。個人によってばらつきがある傾向がみられたので、保健や学活の時間、保健便りを
通し保護者・児童への情報提供を行っていく。
・２学期にはＰＴＡの協力のもと全校で交通安全教室を行った。警察の方の話や実際のバス
の内輪差について理解を深めた。毎日の「帰りの誓い」や折にふれて交通安全について指
導していく。
・同じ時刻に起きる児童87％。同じ時刻に寝る児童７９％。勉強道具の準備、宿題ができた
児童８５％。と目標を達成することができた。子供により差があるので個別の声掛けや家庭
との連携を更にとる必要がある。

A
・周辺に遊べる公園が少ないのではないだろうか。
・交通安全教室への取り組みが評価できる。
・子供とテレビゲームとの関わりをどうするかはこれからも重要課題だと思
うので、今度も継続した取り組みを望む。

・体づくり部
・安全教育担当

●業務改善・教職員の働き
方改革の推進

●業務効率化の推進と時間外
勤務時間の削減

●教育委員会規則に掲げる時間外在校
等時間の上限を遵守する。

・個々の職員が、業績評価に時間外勤務削減の方策を記述す
る。
・業務の適正化、平準化ができているか見直しをする。
・各部会等での振り返りを生かして、すぐに来年度の計画を策
定する。
・会議や研修等のタイムマネジメントに努める。
・定時退勤日を徹底する。(毎週金曜日)＋１日。
・昨年度確認した「業務１０％削減」を実施する。

B

・個々の職員が業績評価に時間外勤務削減の方策を記述して取り組んではいる
が、上期では月平均で約14％の職員が教育委員会の規則に掲げる上限45時間を
超えている。先を見通した早めのとりかかり等でスケジュール管理ができるよう声
をかけていく。
・会議では、部会で事前に検討し、各々の持ち時間を決めて会議に提案すること
で、時間短縮に努める。
・退勤時刻を決め、逆算してその時間に帰るようタイムマネジメント意識を高める。

B

・下半期には時間外勤務45時間超過は月平均４％に減少した。アン
ケートでは80％の職員がタイムマネジメントに努めてると回答している。
定時退勤の意識が定着してきた。年間を通しての上限360時間について
は20％が超過していおり、年間を通してタイムマネジメントを意識した働
き方を推進しく必要がある。 B

・削減できる業務があるかというとないように思う。
・将来的にプールの授業がスイミングスクール等でできるようになればと思
う。（プールの維持費や改修費等の削減のために）
・働き方改革に向けて、業務効率化をめざし、努力の跡が見られる。
・職員の方々のご苦労に感謝している。
・先生方は忙しい中、努力されている。
・教育実習の業務もあり、他の学校では経験できない業務、がんばってほ
しい。
・教師の余裕が子供へのより良い学習にもつながると思うので、もっと業
務改善が進むことを望む。個人というり組織的な取り組みが必要。

・管理職

（２）本年度重点的に取り組む独自評価項目

評価項目 重点取組内容
成果指標
（数値目標）

進捗度
（評価）

進捗状況と見通し
達成度
（評価）

実施結果 評価 意見や提言

◎志を高める教育

◎自らの夢や目標の実現に向
けて努力し、進んで地域に関わ
ろうとする気持ちを高める教育
活動

◎地域の行事等に１回以上参加した児童
60％以上

・公民館と連携し、児童が地域行事等に参画しや
すい環境を整える。

A

・10月時点で、夏祭りや町民運動会など、地域行事に参加した児童は72.4％であ
る。地域行事が復活し、児童も楽しみにしている様子がうかがえる。公民館のイベ
ント等にも積極的に参加するよう呼びかけてきたい。

A

・地域行事に1回以上参加した児童は約８０％で、地域行事に参加する児童
が少しずつではあるが、増加してきた。季節の良さや地域の特色を生かした
イベントが多く企画されていることも増加の要因であると考える。今後も公民
館と連携して、学校からの参加呼びかけを継続していく。

A

・行事に積極的に参加する子供たちが多いと思う。
・地域行事に参加し、にっしーシールもたくさんの児童が集めている。地域
交流を通して社会性を高めている。
・子供たちの姿が落ち着いている。学校の対応が十分に届いているのだと
思う。学校と家庭と地域が連携し、子供たちの健やかな成長を育むように
公民館も全力を注ぐ。
・家族の協力がもう少し必要ではないかと思う。期待している。
・コロナで少なくなった地域行事をどう増やすかが課題。子供からの発想も
ありではないか。
・公民館とのよい連携が評価できる。

・管理職
・コミュニティ・スクー
ル担当
・キャリア教育担当

●･･･県共通　○･･･学校独自　◎･･･志を高める教育

達成度（評価）
 Ａ：十分達成できている
 Ｂ：おおむね達成できている
 Ｃ：やや不十分である
 Ｄ：不十分である

主な担当者
重点取組

具体的取組
中間評価 最終評価 学校関係者評価

１　前年度

　　評価結果の概要

【学力の向上】問題に対して粘り強く取り組む力が伸びてきている。更に、家庭との連携による家庭学習の定着と、基礎・基本の徹底、表現力の育成を図る。
【心の教育】校内での挨拶については、向上が見られる。更に地域に広がるあいさつと、思いやりのある言葉で他者とつながる力の育成を図る。
【健康・体づくり】生活パワーアップ週間において、生活習慣を見直す意識付けはできてきている。今後もよりよい生活につなげる自己調整力を継続して育成する。

２　学校教育目標 元気いっぱい、自ら学び、共に高め合う西与賀っ子の育成

３　本年度の重点目標

【心育て】居心地の良い教室（挨拶・掃除・言葉使い）
【学び】「できた」「わかった」学ぶ楽しさを味わえる学びづくり
【体づくり】規則正しい生活と運動
【教職員】業務効率化の推進と時間外勤務時間の削減を徹底する。

学校名 佐賀市西与賀小学校

５　総合評価・

　　次年度への展望

【学力の向上】学習の知識・技能については定着が見られるようになってきた。更に、家庭との連携による家庭学習の定着と、思考力・表現力の育成を図る。
【心の教育】地域に広がる挨拶については、向上が見られた。更に、思いやりのある言葉で他者とつながる力の育成を図る。
【健康・体づくり】生活パワーアップ週間において、生活習慣を見直す意識付けはできてきている。今後もよりよい生活につなげる自己調整力を継続して育成する。

４　重点取組内容・成果指標

●学力の向上

重点取組

具体的取組

●心の教育

主な担当者中間評価 最終評価 学校関係者評価

●児童生徒が、自他の生命を
尊重する心、他者への思いやり
や社会性、倫理観や正義感、感
動する心など、豊かな心を身に
付ける教育活動

○全職員による共通理解と共通
実践・学習内容の定着に向けた
分かりやすい授業の実践

●健康・体つくり


